
国内・国際の別

空港名

機種重量・
線別・空港
ごとの合計

着陸・停留
ごとの料⾦・

【凡例(令和2年8月～令和3年2月運航）】
・減無（減免なし）
羽田、伊丹、福岡、新千歳→羽田　11/20
（飛行目的が「SD,XD,ND」の旅客便に限る） 
・チャ（チャーター減免）1/2
・内深（国内深夜早朝減免）1/2
・羽Ａ（羽田減免Ａ）11/20
・羽Ｂ（羽田減免Ｂ）11/30
・羽Ｃ（羽田減免Ｃ）11/50
・羽Ｄ（羽田減免Ｄ）11/120
・羽増（羽田増便割引）1/2
・際深（国際深夜早朝減免）1/2
・ＬＣ（ＬＣＣ減免）11/60
・二種（旧二種空港減免）
羽田、伊丹、新千歳、福岡→旧二種　11/40
上記以外→旧二種　11/80 
・沖一（沖縄一次減免）5/6 1/2 1/4
・沖二（沖縄二次減免）11/120 11/160 11/320
・離一（離島一次減免）2/3 1/4 1/8
・離二（離島二次減免）11/120 11/160 11/320
・地⽅（地⽅路線軽減）7/20 1/4 10/10
・小型機はさらに50t以下 4/5　20t以下 7/10 
 

最終ページの場合、
使⽤者計を記載

⽻⽥国際線の場
合、停留料単価
は２つあるので2

⾏で記載



Ｄ：国内線の場合は消
費税込みの⾦額

Ｉ：国際線の場合は（旅
客数保安料＋貨物量
保安料）合算後、消
費税相当額を割り戻
した⾦額

（9,732×103＋０）÷1.08
=928,145（切上）

保安料は算定⽉より⼀
⽉分後になる。



旅客数着陸料は算定⽉よ
り⼀⽉分後になる。

当該路線のフライトと同
等の割引（減免）を適⽤

した⾦額



納⼊告知書の⾦額
（請求する総合計額）


